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はじめに1

アブハズ語は,様々な機能を有する形態素を動詞複合体の中に含める所謂｢複統合的 poIysynthesis

｣な言語であると言われるヱ.我々に馴染みのある印欧諸言語の単文がアブハズ語においては一語で

表現され得る場合がある.疑問文もまたアブハズ語においては動詞複合体内の然るべき接辞を用いる

ことによって表現される.本論の目的は,このような動詞複合体内部でのアブハズ語における疑問文

の形態法を記述するものである.

1.アブハズ蘇動詞の一般的形態特徴

アブハズ語は,他の北西カフカース諸紆と同じく,主体･客体を表す人称マーカーだけでなく,

否定,使役,相version,可能法potentialis,不付随法unvolitionalis,テンス･アスペクト等の文法範

疇を表現するマーカーを動詞内部に接辞化することによってかなり大きな動詞複合体を形成すること

1npHHOC阿M74CKpeHMOtO6JIarOAaP=OCTbrOCrTOXeAnatlBHHap甘a,OKa3aBule点MHe60J[hLIJytOnOMO叫BBbt只CHeHHH

oTAe瓜HblXBOnPOCOBrPaMMaT椚eCKOrOCTPO兄a6xa3CKOrO幻もⅨa･･本論で用いたアブハズ語資料は,2000年･2001
年,2002年の夏にグルジア共和国で行ったアブハズ語の調査資料に基づいている･この言語調査のインフォー

マントはスフミ市南方の町オチャムチラOchamchira生まれのAnaTsvinariaさんである.彼女はアブハズで生ま

れ育ち,中等教育を受けた後,モスクワに勉学に行ったという.彼女は,アブジュイAbzhuy方言の話者である･

この方言はアブハズ文章語の基になった方言であり,スフミ市から南部に拡がっている･本論で用いたアブハズ

語の動詞活用形および文例は全てインフォーマントによって確かめられたものである･しかし調査の時間的制約

と不十分な資料のために,これは今まで調査した資料ノートを基にしたアブハズ語の疑問の動詞構造の概略であ

り,中間発表の性格をもつものである.アブハズ詩話者のAnaTsvinariaさんには様々な質問に対する忍耐のい

る調査に協力くださり感謝の意を表したい.なお記述の不十分さと不正確さは全て著者に帰せられる･

2KJMM｡Br.A.KaBKa3CKHei(3bIK臥-Co8emCKOe&3bLKO3tiafLue3a50^em.M.,1967.c.319参照.

3北西カフカース諸語(あるいはアブハズ･アドイゲ諸語)に属する言語は,アブハズ語Abuほ乙,アバザ

語Abaza(アバジン語ともいう),アドイゲ語Adyghe,カバルダ語Kabsrdian(あるいはカバルジン語)そして

ウビフ言吾Ubykhである.この内,アブハズ語とアバジン語は一つの言責吾グループを形成し,他方,アドイゲ語

とカバルダ語は共通のチェルケス語Circassianグループを形成する.この両グループの中間に位置するのがウピ

フ語である.ウビフ人は,1864年にトルコヘの移住の徽トルコ語等と急速に同化し,現在ではウピフ語話者

は存在しないのではないかと考えられている.これらの北西カフカース諸語は起源的な親線関係があると仮定さ

れるが,他のカフカース詩語であるカルトヴェリ語やナフ･ダゲスタン諸語との起源的関係は不明である･アブ

ハズ語とアバジン語は,厳密な言語的意味では一つの言語単位を成すが,今日では二つの言語としている･アブ

ハズ語は二つの下位方言,アブジュイAbzhuy方言(スフミ南方)とブジイブBzyp方言(スフミ北方)に分か

れ,アバジン語はタパント方言とアシュハル方言に分かれる.アブハズ文章語の基礎になった方言は.アブジュ

イ方言であり,本論もまたアブジュイ方言の資料を用いている.アブハズ語の話者の数は,全部で9万1千人,

アブハズ飯内で8万3千人(1979年調査)である.またトルコやシリア等の外国に約10万人のアブハズ人がい

るという.
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が可能な言語である4.そのような文法範晴を表す接辞の大部分は,アブハズ語においては接頭辞に

よって表現される.接尾辞によって表現されるものは,動態性,テンス･アスペクト,また一部の場

合にみられる否定及び疑問のマーカー等である.てのようにアブハズ語は語根の前に多くの接辞的要

素を置く所謂｢スロット(Slot)型｣言語である5.語根の前に置かれた人称･クラスを表す接頭辞を本

論では｢コラムco】umn｣6と呼ぶこととするが,アブハズ語はこのコラムの配置順序によって主体･

客体関係を決定する.この配置順序は,動詞語根を起点にその動詞の種類(他動性)によってその役

割が決まる.即ち,アブハズ語話者が発話されたアブハズ語を理解しようとするときには,線候的に

流れる人称マーカーを語根まで記憶し,語根を確定し,そして語根の種類を認定した後,これを今度

は逆方向に向かって語根部分から人称マーカーの確定に入ると考えられる.例えば,自動詞畠-S-ra"ぬ

hit"7を使った語形d-b5-S-Wejt,(<d-b5-S-WaJt,)8"he/shehitsyou(f･)"と他動詞a-ta-ra"togive"を使っ

た語形d-b5-S-tOjt,(<d-b5-S-ta-WaJt,)9"Igivehim/hertoyou(f･),,において,最初の三つの音は同じで

あるが,その機能は異なっている.語根は動態標識である一Wa-の前にあるものとして確定され得る･

従って,前者の語根は-S一であり,これは"tohit,,という意味の自動詞語根である.アブハズ語の自

動詞は一番目の人称マーカーは主語であり,二番目のマーカーは補語である(これを以下ではそれぞ

れ｢コラム1｣と｢コラム2｣と称する.以下では記号Cl,'C2をそれぞれ用いる).従って,この

語形はコラム1の-d-(これは3人称単数の人のクラス)からコラム2の-ba-(これは2人称単数の

女性のクラス)に向けられた｢打つ｣という行為を表している.これに対して,後者の語根は竜一で

あり!これは"to由Ve,,という意味の他動詞語根である.アブハズ語の他動詞は,自動詞とは逆に動

詞語根に近い第三番目の人称マーカー(これを｢コラム3｣と称する.以下では記号C3を用いる)

4これらの文法範疇に関しては,柳沢民雄｢アブハズ語動詞構造概説｣,『ロシア･ソヴィエト言語類型論

の研究』,平成12一平成13年度科学研究費補助金(基盤研究(C)(1))研究成果報告書,2002･pp･ト128･を参照･

5富岡伯人著『｢語｣とはなにか エスキモー語から日本語をみる』(三省堂,2002,pP･65一節)参照･この

著書の中で宮岡伯人博士は次のように｢スロット型言語｣について述べておられる:｢さて複統合語の性格につ

いていま一つ大切なのは,上にも触れた統合度の上限である.上限が比較的明確な言語もあれば,かならずしも

そうでない言語もある.両者は語の性格にも全体としての形態法的な性格にもかなりの違いがある.エスキモー

語は後者のタイプだが,前者のタイプの複統合語の記述には-しばしば,語根･語基の前あるいは後ろに前後関係

の定まった一定の｢スロット(枠slots)｣あるいは｢ポジション(位置position)｣がたてられる･そしてスロッ

トの各々は,パラダイムをなす(派生･屈折)形態素集合から選ばれた一つの形態素で埋められることによって,

語全体の形態素連続が定まってくる,つまり語が形成されるという形の記述になる.すなわち語は,その中心で

ある語根･語基の前あるいは後に措定される一定数のスロットを埋める形態素をつなぎあわせて得られた一系的

な連続体としてとらえられる.スロットはかならずしもその全部が埋められるわけではなく,ふつう多かれ少な

かれ欠番を残す.しかし,ともかくもそのようなスロットがたてられるということは,語内部に生起しうる形態

素の乳つまり統合度に一定の上限が認められるということであり,あらかじめ語の全体的な結構を予想してか

からなければならない窮屈さが語形成にともなうということでもある.このようなスロットがそれぞれにおいて

選択された形態素で埋められていく｢スロット型｣言語は,(連辞的というよりむしろ)範例的,したがって全

体としての(広義の)屈折語的だといえるかもしれない.｣(ibid.,Pp･65-66)

6｢コラム｣"columnl一という術語は,Hewittに拠る.Hewitt,G.Abkhaz.Routledge.1989･参照■

7"畠_S_ra"の形はマスグルmasdarと呼ばれる形であり,これはカフカース詩語に見られる名詞と動詞の特

徴をもつ文法範晴である.アブハズ語のマスグルは｢a十語根+ra｣の形をしている.状態動詞のマスグルはこの

形に継続性を表す-Zaa-が挿入されることがある.これは人称変化の際には現れない.このようなマスダルはア

ブハズ語において辞書の見出し語とされる.本論でも動詞を引用する際にはマスグル形で挙げ,英語の訳は｢10

不定形｣を付すこととする.なお畠-S-1･a"tOhit,,の動詞はアブハズ語では自動詞である.これについては註11を

参照.

8母音aはjの前でeに変わる.このwaは動態性(DYN)のマーカーである･

9母音aはwaと融合し0となる.
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が行為者を表し,第一番目の人称マーカーは他動詞の目的語を表す.第二番目の人称マーカーはこの

動詞の場合には間接目的語を表す.従って,コラム3の-S一(これは1人称単数)がコラム2の-由一

(2人称単数の女性のクラス)に向けて,コラム1の一d-(3人称単数の人のクラス)を｢与える｣

という行為を表している.これらの例からわかるようにアブハズ語においては,線僚的に配列された

形態素の意味は,最初から確定できるのではなく,ある段階に達して初めてその意味を理解すること

が可能となる.これらの例は最も基本的で単純な例であるが,アブハズ語においては先に触れたよう

に様々な文法範疇を表す接辞が接頭辞化され,さらにこの文法範疇を表す接頭辞にそれを規定する人

称･クラスマーカーが附くという構造を成している.アブハズ語話者はこれらの接頭辞の役割を語根

確定まで記憶し,それからそれらの働きを決め,文構造を認識するのであるから,記憶の負担量の観

点からも接頭辞(あるいは人称･クラスの項)の数はある制限された数にならざるを得ない.

アブハズ語の疑問文の形態法を記述するに当たり,動詞形態法に関して次の二つの形を区別してお

かなければならない.その第一は,アブハズ語動詞は｢状態動詞stativeverbs｣と｢動態動詞dynamic

verbs｣を区別することである.この区別は接尾辞要素の違いによって形態的に区別できる.例えば,

状態動態a-t'wa-rd一.tosit‖の現在時制肯定形s-t'6-WP'(<S-t'貞一Wp')lfIamsitting一一と動態動詞貞一yW-ra

一一torunttの現在肯定形sさ-yW-WeJt'ks5-yW-WaJt,).fIrun.一は,各語根-t,wa-と-yW-の後の接尾辞要素

に違いが見れらる.動態動詞の現在形にある-We-k-Wa-)は動態性を表す標識であり,状態動態に

はない.第二の動詞形態法上の区別は,定形finitefbrmsと非定形non一月nitefbrmsの区別である.定

形とは動詞そのものによって文を完結できる形であり,それは肯定形の接尾辞｣t,(動態動詞),-p'

(状態動態)によって標示される.他方,非定形はその動詞だけでは文を完結することができない形

であり,定形によって表される行為に依存した補充的な行為あるいは状態を表す形である.アブハズ

語では様々な状況詩的および位置的な接辞を動詞の非定形に挿入することによって,時間,場所,目

的,様態,等の関係を表すことができる.例えば,接続詞的な｢…のとき｣の意味を表す接頭辞-aロー

--wben…を用いた動態動詞現在形

(l)d-an一畠-p{0(<d-an一点-p{a-Wa)

(S)he(Cl)-When-it(C2)-read-DYN

‖when(s)heisreading,(…)一I

は,定形を表す接尾辞｣t'の欠如した非定形である.同様に,この接頭辞-an-…whent一を用いた状態

動詞現在形

(2)d-an5-CWo-W(<d-an5-CWa-W)10

(S)he(Cl)一When-Sleep-Non-Fin.

TIwhen(S)heissleeping(...)■一

は,定形を表す接尾辞一p'が欠如した非定形である.これらの非定形は文を完結させるためには他の

行為によって補完されねばならず,他の定形の動詞形を必要とする.例えば,

川d-anさ-CWa-Wのwの前にある母音aは,Wの前で0に変わる.
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(3)Lar畠 d-an5-CWo-W l-dn d-Want6jt,kd-Wanta-WaJt,).

She she(Cl)-When-SJeep-Non.Fin her-mOther she(Cl)-iron-DYN-Fin.

t.Whensheissleeplng,hermotherisiromng･I†

ここでは定形のd-Want6｣t'によって文が完結している.また非定形は,'関係詞を欠いたアブハズ語

において,関係代名詞の機能をもつ接頭辞と共に関係詞節をつくることができる.この接頭辞は,人

称接頭辞のコラム1の機能に対応するj-と人称接頭辞のコラム･2,3に対応する-Z一がある(この関

係代名詞的機能を有する接頭辞の文法的な表記として,l以下では記号 Rel.(= Re)ative)で標示す

る)･コラム1は自動詞の主語と他動詞の直接目的語の機能を果たすのであるから,このj-も関係

詞節内では同様の機能を果たす･例えば,自動詞a-Ca-r丘一■togo･･と他動詞a-yW-rd‖towrite一･を用い

た例を参照:

(4)ja-C6(<ja-Ca-Wa) 良一己'k'wn

Rel･(Cl)-gO-DYN the-boy

‖theboywhoisgolng一■

(5)j5-Za-yW-Wa a一首Wq'w5

Rel.(Cl)-Ⅰ(C3)-Write-DYN the-book

■lthebookwhichIamwritinglI

他方,コラム3は他動詞の行為者の機能を,コラム2は間接目的語の機能を果たすのであるから,

-Z-もまた関係節内ではこれら二つの機能を果たす.例えば,他動詞a-ta-r孟･･togive･･を用いたコラ

ム3の例(6)とコラム2の例(7)を参照:

(6)a一首Wq'w5 tj]-S5-Z-ta-Z 畠-e,k,wn

the-book【it](Cl)一tOme(C2)-Rel･(C3)-give-Non一石n.Past.Ind. the-boy

'.theboywhogavemethebook-f

(7)a｣蔦Wq'wさ U】-Z合一1-1貞一Z 畠一己lk,wn

the-book【it】(Cl)-Rel･(C2)一She(C3)-give-Non-fin.Past.Ind. the-boy

'ttheboy towhomshegavethebookT一

なお上の例(6),(7)の人称･クラスを表すコラム1の接頭辞j-は,その直前にそれと呼応する名詞が

あるときにはその接頭辞が顕れない.以下ではそのような場合にはl■】あるいはゼロ記号¢によって

それを標示することにする.

この非定形はまた本論で記述する疑問文においても用いられる動詞形である.後に詳しく検討する

ようにアブハズ語の疑問文は,動詞の非定形語幹に疑問の接尾辞を附加して形成される.例えば,上

に挙げた動態動詞a-P{a-ra■■toread‖を用いた疑問形

(8)a一首Wq'w5 j-i-P{0-da?(<j-i.p{a-Wa-da)

the-book Rel.(Cl)-it(C2)-read-DYN-Qu.(Who)

rTwhoisreadingthebook?,一
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は,非定形語幹に人を表す疑問接尾辞-daが附加されている.このアブハズ語の｢読む｣という動詞

は自動詞であるので,接頭辞はコラム1(主語)とコラム2(補語)の順に配置されている‖.この

コラム2の接頭辞-a-は名詞a一首Wq'wる(the-book)に呼応する3人称単数の人以外のクラスを表すマー

カーであり,コラム1の接頭辞j- は関係詞の役割をする接頭辞である.即ち,文字通りにこの動詞

形を解釈すれば,一一(One)who-it-read-Who?.一,Iit..Twhoisonewhoisreadingit?‖となり,疑問文が動詞

の非定形を用いる理由の一端が理解できるかと思われる.

2.アブハズ奮の人称･クラス接頭辞

アブハズ語の人称･クラス接頭辞は以下のようである.

Columnl(他動詞の直接目的語,自動詞の主語)

人称 単数

1
s(∋)-

2(男性) wb)一

2(女性) b(a)-

3(人間) d(a)-

3(人間以外) j(a)一/か

Column2(間接補語,間接目的語)

1

2(男性)

2(女性)

3(人間･男)

3(人間･女)

3(人間以外)

Column3(他動詞の行為者)

1

2(男性)

2(女性)

3(人間･男)

3(人間･女)

3(人間以外)

S(a)-

W(9)-

b(a)-

j(∋)-

1(∋)-

a-/¢-

S(∋)-/を

W(a)-

b(a)-

j(9)-

1(∂)-

a-/na-

複数

h(a)一

首W(a)一

首W(a)-

j(∋)-/か

j(さ)-/¢-

ha-/ah一

首W(a)一

首W(a)-

r(さ)-/d(∋)-

r(9)-/d(∋)-

r(a)-/d(∋)-

ha-/ah-/aa-

㌢匝)-/乏W一

首W(∋)一/乏W-

r(9)-/d(9)-

r(9)-/d(9)-

r(8)-/d(9)-

括弧内のシュア∂は一般にアクセントと子音連続(三子音連続を避けるために三子音の内の最初の

1日能格｣言語と言われるアブハズ語の他動性の語彙特徴は,対格言語の他動性の語彙特徴とは若干異なっ

ている.｢読む｣,｢打つ｣,｢叩く｣,｢突く｣,｢掴む｣,｢引っ張る｣,｢つねる｣,｢引っ掻く｣,｢接

吻する｣,｢舐める｣,｢噛む｣,｢頼む｣,｢呼ぶ｣等は自動詞である.詳しくは,mⅥMOB,r.A.巧卿

m城m.Mocx月a･1983,C･95-97.また柳沢民雄｢アブハズ語動詞構造概説｣pp.封-30.を参照.
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子音の後ろにシュアが顕れる)に係わって出現する12.コラム3の1人称と2人称の有声音のヴアリ

アントz-,aa-,乏W一は,語根の頭子音が有声音のときに現れる.例えば,a-ba-ri一■tosee一,のコラム3

が1人称単数の形を参照:

(9)ba-Z-b6｣t'(<*ba-S-b孟-jt')

you(f.)(Cl)-Ⅰ(C3)-See-(AOR)
t-Isawyou'-.

このヴアリアントはコラム3にのみ起こる現象であるので,これが他動詞にのみ生じ,自動詞には生

じないことに注意されたい.またコラム2とコラム3の3人称複数のヴアリアントd(或は,使役マー

カーr(9)が現れるとき(あるいは使役派生した語幹のとき)現れる.例えば,

(9-1)d-d5-ra-yW-We･jt'(<*d-ri-r9-yW-WaJt')

him/her(Cl)一they(C3)-CAUS-run-DYN-Fin.

t-theymakehim/herrun'一

またアブハズ語の動詞には,PreVerb(以下これをPREV によって記す)と呼ばれる副詞的要素が

語根前に置かれることがある.この際,他動詞のコラム3の人称接頭辞はpreverbと語根との間に配

置される.しかし自動詞においてはコラム2の人称接頭辞がpreverbと語根との間に配置されること

はない.例えば,他動詞a-n丘-Ca-ra.Ttodrivethither一一と自動詞丘-XWa-P菖p-ra一一tolookat,一のアオリスト

形を参照:

(10)j-ni-1-Ce-jt'(<j-n孟-1-Ca-¢-jt')

it/them(Cl)-PREV(thither)-She(C3)-drive-(AOR)-Fin.

一一shedroveit/themthitherl一

(11)s-bさ-XWa一再き3-¢｣t'

l(Cl)-yOu(f.)(C2)-PREV(at)-look-(AOR)-Fin･

一.Ilookedatyou‖

アブハズ語の否定マーカーm(a)は,アオリスト,完了,不定過去,過去完了の時制形において語

根前に置かれる.その他の現在,未来,未完了の時制形ではこの否定マーカーは接尾辞要素として置

かれる.上で挙げた自動詞貞一XWa一好一raMtolookat‖のアオリスト否定形と現在否定形を参照:

(12)s-b5-XWa-m一再aa-¢｣t'

Ⅰ(Cl)-yOu(f.)(C2)-PREV(at)-NEG-lookやOR)-Fin･
一tIdidn■tlookatyou.'

(13)s.b5-XWa一軒-Wa-m

I(Cl)一yOu(f.)(C2)-PREV(at)-look-DYN-NEG

12ァブハズ語のシュア8に関して詳しくは,柳沢民雄｢アブハズ語動詞構造概説｣pp.7-8,を参照.またアク

セントは言吾形成において移動する.アクセントに関してもibid.pp.9-10.を参照.
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一一Idon-tlookatyou"

他動詞も同様に,アオリスト等の時制における否定マーカーは語根前に置かれ,その前にコラム3の

人称接頭辞が置かれる.上で挙げた他動詞a-n畠-Ca-ral-todrivethither"のアオリスト否定形を参照:

(14)j,n畠-19-m-CeJt'(<j-na-1a-m-Ca-¢jt')

it/them(Cl)-PREV(thither)-She(C3)-NEG-drive-(AOR)-Fin･

r-shedidn7tdriveit/themthither‖

3.動詞の非定形

上述したようにアブハズ語の疑問文は,非定形語幹から形成される.この非定形語幹のテンス･ア

スペクトと法の形は以下のようになる.例えば,コラム1に関係詞を表す接頭辞j(∋)-をもつ状態動

詞a-g5la-ra-ttostand‖の形:

状態動態

現在

過去

肯定形

j-gilo-W(<j-g5la-W)

Rel.(Cl)-bestanding-Non.Fin･

"onewhoisstanding一'

j-g封a-Z

ReI.-bestanding-Past.Non.Fin.

一一onewhowasstanding'一

否定形

j-gる1a-m

Rel.-bestanding-NEG

.tonewhoisnotstanding一'

j-gさ1a-ma-Z

ReI.-bestanding-NEG-Past.Non.Fin.

1.onewhowasnotstanding一'

コラム1に関係詞j(a)-をもつ動態動詞a-yW-r孟"towrite.Tの形:

肯定形

動態動詞クラス1

現在

アオリスト

未来1

未来2

完了

jさ一1-yW-Wa

Rel.(Cl)-She(C3)-Write-DYN

-1thatwhichshewrites‖

jさ一1-yWa-¢

Rel.-She-Write-(AOR)

Mthatwhichshewrote"

j5-l-yW-ra/-ra

ReI.-She-Write-Fut.1.Non.Fin.

.,thatwhichshewi)lwriteinthatcase..

jさ-トyW∋ぜa

Rel.-She-Write-Fut.2.Non.Fin.

"thatwhichshemay probablywrite.一

jさ-1㌻yW一灯O-W(<j5-b-yW-{a-W)

ReI.-She-Write-Pefect-Non.Fin.

t.thatshehaswritten.一
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否定形

jさ-l-m-yW-Wa

Re).-She-NEG-Write-DYN

-1thatwhichshedoesn-twrite一一

j5-トm-yW9一¢

ReI.-She-NEG-Write-(AOR)

一一thatwhichdidn-twrite一一

jさ-l-m-yW-ra/-r9

Rel.-She-NEG-Write-Fut.1.Non.Fin.

"thatwhichshewon-twriteinthatcase-f

j5-1a-m-ra一軒a

Rel.-She-NEG-Write-Fut.2.Non.Fin.

一1thatwhichshemaynotprobablywrite"

j5-1-ma-yW-{0-W(<j5-1-ma-yW-Xa-W)

Rel.-She-NEG-Write-Peftct-Non.Fin.

1.thatshehasnotwrittenlt



α■

動態動詞クラス2

未完了

不定過去

条件法1

条件法2

過去完了

j5-1a-yW一灯a(C)

j5-トyW-Wa-Z

Rel.-She-Write-DYN-Class2.

1,thatwhichshewaswriting一一

jうー1-yW∂-かZ

Rel.-She-Write-AOR-Class2.

‖thatwhichshewroteand…一▼

jる-1-yW一指-Z

Rel.-She-Write-Condl.-Class2.

1-thatwhichshewouldwriteinthatcase一.

jる-1-yW9一軒a-Z

Rel.-She-Write-Cond2.-Class2.

Mthatwhichshemightwrite-1

j5-l合一yW-{a-Z

Rel.-She-Write-Perf.-Class2.

‖thatshehadwritten一,

jさ-トm9-yW-{a(C)

j5-1-ma-yW-Wa-Z

Rel:She-NEG-Write-DYN-CIass2.

.一thatwhichshewasnotwriting'l

j5-1a-m-yW9-0-Z

Rel.-She-NEG-Write-AOR-C)ass2.

‖thatwhichshedidn-twriteand...一一

jる-1-m9-yW一指-Z

Rel.-She-NEG-Write-Condl.-Class2.

一一thatwhichshewouldnotwriteinthatcase..

jさ-1ヨーm-r9一首つa-Z

Rel.-She-NEG-Write-Cond2.-Class2.

.,thatwhichshemightnotwrite

j5-1-ma-yW一灯a-Z

Rel.-She-NEG-Write-Perf.-Class2.

..thatshehadnotwritten丹

ここで動態動詞を二つのクラス1とクラス2に分けているが,これは疑問文の所で触れるように形態

法上の違いが認められるためである.上の例から分かるよぅに動態動詞クラス2の語形は全て末尾要

素_Zによって語が終わっている(これを以下Class2.と称する).これは,例えば,疑問文の語形成

においても変わらずlクラス2の時制と法の疑問文は全て末尾にあるzの要素の前に疑問の接辞が置

かれるのである.

コラム2,コラム3に関係詞を表す接頭辞z(9)がある場合も接尾辞要素は上の例と変わることは

ない.一例としてしばしば見られる,コラム3に関係詞を表す接頭辞z(∋)をもつ現在形の肯定形と

否定形は次のようである:

現在

肯定形

J∂-Z-yW-Wa

it/them(Cl)-Rel.(C3)-Write-DYN

"onewhowritesit/them11

否定形

Ja-Z9-m-yW-Wa

it/them(Cl)-Rel.(C3)-NEG-Write-DYN

-10neWhodoesnttwriteit/them一一

語根が母音aで終わっている場合には,直接に接触する動態性マーカーWaとの融合の結果として

｡となる.これは現在形と未完了にのみ生ずる.その他の形は上の例と同じである.例えば,a-ba-r孟

t･tosee一一のコラム1に関係詞を表す接頭辞j(?)-をもつ例を参照:

現在

肯定形

j5-l-bo(<j5-1-ba-Wa)

Rel.(Cl)-She(C3)-See-DYN

‖thatwhichshesees‖
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否定形

j5-1a-m-bo(<jる-19-m-ba-Wa)

Rel.(Cl)-She(C3)-NEG-See-DYN

‖thatwhichshedoesnltseeM



未完了 j5-l-bo-Z(<j5-l-ba一甲a-Z)

Rel.-She-See-DYN-Class2.

.,thatwhichshewasseelng一'

j5-b-m-bo-Z(<j5-1a-m-ba-Wa-Z)

Rel.-She-NEG-See-DYN-CIass2.

‖thatwhichshewasnotseelng"

4.疑問文の形態

4-1.Mwho?り疑問文の形態

｢誰が｣,｢誰を｣,｢誰に｣等の人のクラスの疑問形は,疑問の接尾辞daを非定形語幹に附加

することによって形成される.da を附加する際に,状態動詞の非定形･肯定形と動態動詞の完了形

の語幹未にある-Wは欠如する.また動態動詞クラス2においては,疑問の接尾辞daは-Z(Class2)

の前に置かれる.人称･クラス接頭辞は,疑問とする人称･クラスの接頭辞に相当する関係詞接頭辞

によって表示される.即ち,自動詞の主語(｢誰が?｣),あるいは他動詞の目的語(｢誰を?｣)

を疑問とする場合には,コラム1に接頭辞j(功一 を置く.他動詞の行為者(｢誰が?｣),あるいは

間接目的語(｢誰に?｣)を疑問とする場合には,コラム3あるいはコラム2に接頭辞z(8)を置く･

次の例を参照:

a)コラム1に接頭辞j(a)を置く例:

自動詞の主語(状態動態a-g51a-ra..tOStand=)

現在

過去

肯定形

j-g5la-da?

Rel.(Cl)-bestanding-Qu･

"whoisstanding?"

j-g51a-da-Z?

Rel.-bestanding-Qu.一Past

Mwhowasstanding?一.

自動詞の主語(動態動詞かpra-ra "toread■.)

現在

肯定形

j一点-prO-da?(<j一点-p{a-Wa-da)

Rel.(Cl)-it(C2)-read-DYN-Qu.

一一whoisreadingit?'.

アオリストj-ま-P{a-da?(<j一点-Pra-かda)

Rel.-it-read-(AOR)-Qu.

I.whoreadit?‖

未来1 J-a-p{a-r5-da?

Rel.-it-read-Fut.1-Qu.

一■whowillreaditinthatcase?一一

完了 j一点-P{a-ra-da?

Rel.-it-read-Perf.-Qu.

T.whohasreadit?一一

未完了 j一点-P{0-da-Z?(<j-a-P{a-Wa-da-Z)
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否定形

j-g5la-m-da?

Rel.-bestanding-NEG-Qu.

一一whoisnotstanding?"

Ja-m-g51a-da-Z?

Rel.-NEG-bestanding-Qu.-Past

-1whowasnotstanding?1一

否定形

j-a-m5-PrO-da?(<j-a-mら-p{a-Wa-da)

Rel.-it-NEG-read-DYN-Qu.

■一whoisnotreadingit?‖

j-a-m5-PXa-da?(<j-a-m5-PXa-0-da)

Rel.一it-NEG-read-(AOR)-Qu.

‖whodidnltreadit?‖

J-a-mさ-pX:a-r5-da?

Re).-it-NEG-read-Fut.1-Qu.

"whowon-treaditinthatcase?一一

J-a-ma-pXa-a{a-da?

Rel.-it-NEG-read-Perf.-Qu.

‖whohasnotreadit?1.

j-a-m5-p{0-da-Z?(<j-a-mる-pXa-Wa-da-Z)



ReI.-it-read-DYN-Qu.-C)ass2.

''whowasreadingit?‖

条件法1J-a-P{a-r5-da-Z?

Rel.-it-read二Cond.l-Qu.-Class2.

11whowouldreaditinthatcase?Tf

過去完了 j-d-P{a-でa-da-Z?

Rel.-it-read-Perf.一Qu.-Class2.

"whohadreadit?一一

他動詞の目的語(動態動詞a-d5r-ral-toknow..)

現在

肯定形

j5-l-d9トWarda?

Rel.(Cl)-She(C3)-know-DYN-Qu.

1.whomdoessheknow?I一

アオリストj5-1-d9r-da?(<j5-1-dar-0-da)

Rel.(Cl)-She(C3)-know-(ÅOR)-Qu.

‖whomdidshegettoknow?‖

未完了 j5-1-dar-Wa-da-Z?

Rel.-it-NEG-read-DYN-Qu.-Class2.

''whowasnotreadingit?'■

J-a-ma-p又a-r9-da-Z?

Re).一it-NEG-read-Cond.1-Qu.-Class2.

Hwhowouldnotreaditinthatcase?I-

J-a-m9-pXa-a{a-da-Z?

Re).-it-NEG-read-Perf.-Qu.-Class2.

t-whohadnotreadit?.l

否定形

ja-トz5-m-d3r-Wa-da?】3

Rel.(Cl)-her(C2)-POTEN-NEG-know-DYN-Qu.

TIwhomdoesn-tsheknow?一I

jヨーl-Z5-m-dar-da?(<ja-1-Z5-m-dar-0-da)

Rel.(Cl)-her(C2)-POTEN-NEG-know-(AOR)-Qu.

一■whomdidnrtshegettoknow?一T

J9-1-Z5-m-d9r-Wa-da-Z?

Rel.(Cl)-She(C3)-know-DYN-Qu.-Class2.Rel.(Cl)-her(C2)-POTEN-NEG-know-DYN-Qu･-Cl･2･

.Twhomdidsheknow?.■

りコラム2に接頭辞z(∋)を置く例:

状態動詞の間接補語(良一ma-Zaa-ra‖tobe,tOhave一.)14

現在

過去

肯定形

J合一Z-m畠-da?

it(Cl)-Rel.(C2)-be/have-Qu.

r.whohasit?=yKOrOeCThTO?一一

J9-Z-m孟-da-Z?

it(Cl)-Rel.(C2)-be/have-Qu.-Class2･

l-whohadit?■一I.yKOrO6hlJIOTO?'.

動態自動詞の間接補語(a-CX5raa-ra‖tohelp■.)

肯定形

t,whomdidnltsheknow?一一

否定形

J合一Z-m丘-m-da?

it(Cl)-Rel.(C2)-be/have-NEG-Qu.

‖whodoesn.thaveit?…yKOrOHeTTOrOt一

Ja-Z-m畠-m-da-Z?

it(Cl)-Rel.(C2)-be/have-NEG-Qu.-Class2.

一一whodidn.thaveit?…yKOrOEe6hIJIOTOrO'■

13a_d6r_1･a‖toknow･･の否定形は｢可能法Potentialis(=POTEN)｣を使う.可能法とは北西カフカース諸語や

カルトヴェリ諸に見られる文法範晴であり,一般に行為の遂行が随意的に不可能なことを表す.この可能法を用

いた文は倒置構造をしており,その動詞は自動詞である.詳しくは,柳沢民雄｢アブハズ活動詞構造概説｣pp･
95-103.を参照.

]4畠_ma_Zaa_ral･tobe,tOhave"は倒置動詞inversiveverbsである.倒置動詞とは形態論的には自動詞であるが,

統語･意味論的には他動詞と見なされる,一群の,自動詞と他動詞との中間的な動詞である.これに含まれる動

詞には｢感覚動詞verbasentiendi｣,｢情緒動詞verbaaffectuum｣,｢所有動詞verbahabendi｣がある.倒置動

詞についての詳細は,｢アブハズ語動詞構造概説｣pp.89づ5を参照.
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現在 b-Z5-CXraa-Wa-da?

you(f.)(Cl)-Rel.(C2)-help-DYN-Qu･

一一whomdoyouheIp?Tl

アオリストb-Z5-CXraa-da?(<b-Z5-CXraa-¢-da)

you(f.)-Rel.-help-(AOR)-Qu･

.twhomdidyouhelp?"

動態他動詞の間接目的語 (餌a-m‖togive‖)

肯定形

現在 j-Za-b-t6-da?(<j-Za-b-t畠-Wa-da)

it(Cl)-Rel.(C2)-yOu(f.)(C3)-give-DYN-Qu･

一一towhomdoyou(f.)giveit?'■

アオリストj-Za-b-t孟一da?(<j-Z3-b-t畠-0-da)

it(Cl)-Rel.(C2)一yOu(f.)(C3)-give-(AOR)-Qu･

.1towhomdidyou(f.)giveit?''

否定形

ja-Z-ba-m-t6-da?(<j合一Za-b9-m-t孟一Wa-da)

it(Cl)一Rel.(C2)-yOu(f.)(C3)-NEG-give-DYN-Qu･

r-towhomdonltyou(f.)giveit?‖

ja-Z-ba-m-t孟-da?(<ja-Z-ba-m-t孟一かda)

it(Cl)-Rel.(C2)-yOu(f.)(C3)-NEG-give-(AOR)-Qu･

一ttowhomdidn-tyou(f.)giveit?.l

坤_15
否定形

Ja-Z-Z5-ba-m-yW8-da?

it-Rel.-OV-yOu(f.)-Write-Qu.

"towhomdidnItyou(f.)writeit?一一

客体相obiectiveversion(OV)に現れるコラム2の例

肯定形

アオリストja-Z-Zる一b-yWa-da?

it(Cl)-Rel.(C2)-OV-yOu(f.)(C3)-Write-Qu･

..towhomdidyou(f.)writeit?一.

接頭辞 c･一with"とともに現れるコラム2の例(丘-tai-ra"tosell=)

現在

肯定形

Ja-Z-C5+b-tai-Wa-da?

it(Cl)-Rel.(C2)+with-yOu(f.)(C3)-Sell-DYN-Qu･

一Iwithwhomareyou(F)sellingit?■一

c)コラム3に接頭辞z(9)を置く例:

動態他動詞の行為者(孟イa-C'a-m ..todo,一,一一tomake-1)

現在

肯定形

j-q'a-Z-C'6-da?(<j-q'a-Z-C'孟-Wa-da)

it(Cl)-PREV-Rel.(C3)-do-DYN-Qu･

一一whoisdoingit?‖

アオリストj-q'a-Z-C'畠-da?(<j-q'a-Z-C'a-¢-da)

it(Cl)-PREV-Rel.(C3)-do一(AOR)-Qu･

f.whodidit?一一

否定形

j-q'a-Za-m-C'6-da?(<j-q'a-Za.m-C'昌一Wa-da)

it(Cl)一PREV-Rel.(C3)-NEG-do-DYN-Qu･

‖whoisnotdoingit?一一

j-q'a-Za-m-C'貞一da?(<j-q'a-Za-m-C'a-¢-da)

it(Cl)-PREV-ReI.(C3)-NEG-do-(AOR)-Qu･

t■whodidnltdoit?..

I5ここで使われている客体相objectiveversionは,｢書く｣という動詞の間接目的語を表現するために用いら

れる.この客体相マーカーとそれに前置する人称･クラスを表す項によって,｢誰々に(書く)｣が表現される

(以下の例文(20),(21)も参照).多くの動詞の与格的な機能はこの客体相によって表現される(例外はtこの客

体相を使わない｢与える｣という意味の動詞昌一t糾aである).客体相にに関しては,柳沢民雄｢アブハズ語動

詞構造概説｣pp.53-59.を参照.
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未完了 j-q,a-Z-C,6-da-Z?(<j-q'a-Z-C'£-Wa-da･Z)j-q'a-Z9-m-C'6-da-Z?(<j-q'a-Za-m-C'孟-Wa-da-Z)

iトPREV-ReI.-do-DYN-Qu.-Class2. it-PREV-Rel.-NEG-do-DYN-Qu･-Class2･

IIwhowasdoingit?I一 ‖whowasnotdoingit?.1

過去完了 j-q'a-Z-C'a-で去-da-Z? J-q'a-Za-m-C'a-{孟-da-Z?

it-PREV-Rel.-do-Perf.-Qu.-Class2. it-PREV-Rel.-NEG-do-Perf･-Qu･-Class2･

一一whohasdoneit?Tl ■■whohasnotdoneit?lT

文例: Ja-W-Z5-q,a-Z-C'0-da(<Ja-W-Z5-q'a-Z-C'a-Wa-da) war昌 益-fat'w?

it(Cl)-yOu(m.)(C2)-OV-PREV-Re).(C3)-make-DYN-Qu･yOu(m･)the-food

..Whoismakingamealforyoursake･M

使役形における行為者(i-tai-ra一一tosellM)

肯定形

アオリストj9-S-Z5-r-tqj-da?(<ja-S-Z5-r-tqj-¢-da)

it(Cl)-me(C2)-Rel.(C3)-CAUS-Sell-(AOR)-Qu･

一一whomademesellit?l,

4-1-1.独立代名詞の疑問文

アブハズ語は,上で記述した疑問の接尾辞を動詞複合体内に含める疑問形の他に,疑問の独立代名

詞dd,ban‖who･･を用いた疑問文も可能である.この場合,動詞形は非定形語幹を用い,動詞接頭辞

は相応する関係詞を表す接頭辞j(a)あるいはz(9)を用いる.例えば,状態動詞a-t'wa-ri‖tosit"の現

在形と過去形を参照(括弧内は動詞複合形に疑問の接頭辞がある形):

現在

過去

肯定形

ddIもan ardq'a j-t'w6-W?(<j-t'w畠-W)(Cf･ardq'a j-t'w丘-da?)

who here Rel.一Sit-Non.Fin.

t-whoissittinghere?.1

dafban araqa j-t'w孟-Z?

who here Rel.-Sit-Past.Non二Fin.

■.whowassittinghere?…

(Cf.ardq'a j-t'w丘-da-Z?)

また他動詞a-p-q,a-r孟l-tofell‖を用いた例を参照:

肯定形

アオリスト darban a亘j 貞一C,1a o-P5-Z-q'a一¢? (Cf･a吟i畠-C'1a¢一p5-Z-q'a-da?)

who this the-tree(it)(Cl)-PREV-Rel.(C3)-fe11-(AOR)

一twhofelledthistree?‖

さらに一･whoamI?",‖whoal･eyOu?一■等の表現は次のようである:

sar孟 sa-Z5wsto-W?/s合一Zるwsta-da?.1whoamI?‖

war畠 wa-Z5wsto-W?/wa-Z5wsta-da?Mwhoareyou(m.)?一'
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bar孟 ba-Z5wsto-W?/ba-Z5wsta-da?

lar孟 da-Z5wsto-W?/da-Z5wsta-da?

jar孟 da-Z5wsto-W?/da-Z5wsta-da?

har孟 ha-Z5wsto-W?/ha-Z5wsta-da?

苫WaI名 言Wa-Z5wsto-W?/首Wa-Ziwsta-da?

dar畠 0-Z5wsto-W?/0-Zうwsta-da?

一twhoareyou(f.)?"

川whoissbe?l■

--whoishe?,-

一一whoarewe?一一

一twhoareyou(Pl.)?‖

ttwhoarethey?"

また疑問代名詞を用いて次のよう.に表すこともできる:

Sar孟 s-Zak'w5ze｣?
Ⅰ トwho-qu.

■-whoamI?--

4-1-2.■-wbose?‖の疑問文の形態

｢誰のwhose?｣の意味の疑問文は,状態動詞a-t,wi-Zaa-ra1.tobelongto一一の非定形と人を表す疑問

の接尾辞-daによってつくることができる.この動詞a-tW5-Zaa-raは自動詞であり,動詞は主語とし

てのコラム1と間接補語としてのコラム2を要求し,平叙文は次のようである:

(15)Ar句 a一首Wq'w5 sar孟 j9-S-t'w5-WP'.

this the-book I it(Cl)-me(C2)-belongto-STAT.PRES.

.一Thisbookbelongstome.(Thisbookismine.)''

従って,｢誰の｣という疑問文は,コラム2に関係詞接頭辞-Z(功一を置き,接尾辞-daを用いた上述

の疑問文と同じ構造になる.次の例を参照(現在形では-daの前で非定形の語幹末の-Wが欠如する

ことに注意.4-1参照):

(16)A亘j a｣菖Wq'w9 ¢-Z-t'wさ-da?

this the-book(it)-Rel.-belongto-Qu.

1it.‖Towhomthisbookbelongs?一一(=‖Whosebookisthis?")

(17)b-Za-Pで6 a一首Wq'wa ¢-Z-t'wる-da?

you(f.)-Rel.-read-DYN.Non.Fin. the-book (it)-ReI･-belongto-Qu･

lit.一一Towhomdoesthebook,Whichyouarereading,belong?一一

(=nWhosebookareyoureading?一T)

4-2.,,what?り疑問文の形態

｢何が｣,｢何を｣等の人以外のクラスを表す疑問形は,非定形語幹によって形成される.動態動

詞クラス1と状態動態現在形は,この非定形語幹に疑問の接尾辞｣あるいは-Zejを附加することに

よって形成される.なお我々のインフォーマントに拠れば,接尾辞が附加する際に,完了形と状態動

態現在形の末尾の-Wは消失する場合があるが,その場合にその直前にある母音aは0に替わる.他

方,動態動詞クラス2と状態動態過去形は,疑問の接尾辞を附加しない非定形から形成される.人称･

クラス接頭辞は,上述した｢誰が｣等の疑問文と同様に,疑問とする人称･クラス接頭辞に相当する
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関係詞接頭辞j(?)(Cl)あるいはz(a)(C2,C3)によって標示される.以下の例を参照:

a)コラム1に接頭辞j(∂)を置く例:

1項自動詞の主語(状態動態a-g51a-ra,.tostand1.)

現在

過去

肯定形

j-g5lo｣?(<*j-g51a-W9｣)

Re).(Cl)-bestanding-Non.Fin.-Qu.

t.whatisstanding?'l

j-g引a-Z?

Rel.-bestanding-Past.Non.Fin.

'lwhatwasstanding?1一

2項自動詞の主語(状態動態益-ma-Zaa-ra,一tobe,tOhave.r)

現在

過去

肯定形

j-b5-mO-W-Z亘kj-b5-ma-W-Zej)

Rel.(Cl)-yOu(f.)(C2)-have-Non.Fin.-Qu.

一一whatdoyouhave?一一

j-b5-ma-Z?/j-b5-ma-Z9-Z?

Rel.-yOu(f.)-have-Past.Non.Fin.

/Rel.一yOu(f.)-have-Qu.-Past.Non.Fin.

''whatdidyouhave?'一

叫コラム2に接頭辞z(さ)を置く例:

動態自動詞の間接目的語(d-Pga-ra‖toreadM)

動態動詞クラス1

肯定形

現在 d-Z9-P{6｣/-Zqj?(<d-Za-P{貞一Wa｣/-Zqi)

否定形

j-g51a-m∋｣?

Rel.-bestanding-NEG-Qu.

t.whatisnotstanding?川

J-g引a-mQ-Z?

Rel.一bestanding-NEG-Past.Non.Fin･

.twhatwasnotstanding?一.

否定形

j-b5-ma-m-ZeJ

Rel.-yOu(f.)-have-NEG-Qu.

1'whatdon'tyouhave?‖

j-b5-ma-m-Za-Z?

Rel.-yOu(f.)一have-NEG-Qu.-Past.Non.Fin.

Mwhatdidnltyouhave?.7

否定形

由一Z-m5-prO｣/-Z再?

(S)he(Cl)-Rel.(C2)-read-DYN-Qu. (S)he(Cl)-Rel.(C2)-NEG-read-DYN-Qu.

.twhatdoes(S)heread?'一

アオリストd-Z9-prij/d-Z9-p{孟-Zej?(<d-Za-P{孟-¢｣/-Zej)

(S)he-Rel.-read-(AOR)-Qu.

…whatdid(s)heread?‖

未来2 d-Za-p{畠ぜej/-$a-Zej?

(S)he-Rel.-read-Fut.2-Qu.

‖whatmay(S)heread?"

完了

..whatdoesn.t(S)heread?‖

d9-Z-mさ-Pでe｣/-p{a-Zej?

(S)he-Rel.-NEG-read-(AOR)-Qu.

ttwhatdidnTt(S)heread?.一

da-Z-mる-praぜej/一首Pa-Z可?

(S)he-Rel.-NEG-read-Fut.2-Qu.

t-whatmay not(S)heread?一'

d-Z9-p{a-で6-j/-Zej?(<d-Z9-PX:a-r孟-W-j/一Zqj) d9-Z-m5-pX:a-rO-j?
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(S)he-Rel.-read-Perf.-Qu.

ttwhathas(S)heread?..

動態動詞クラス2

肯定形

未完了 d-Za-p{6-Z?(<d-Z3-p{孟-Wa-Z)

(S)he-Rel.-read-DYN-Class2.

川whatwas(S)hereading?‖

動態他動詞の直接目的語(畠-q7a-C'a-ra 一一todo,tOmake1.)

動態動詞クラス1

肯定形

現在 jさ-q'a-1-C:0｣?(<jさ-q'a-l-C'a-Wa｣)

Rel.(Cl)-PREV-She(C3)-do-DYN-Qu･

tTwhatdoesshedo?一1

アオリストj5-q'a-1-C'e｣?(<j5-q'a-1-C'a-¢｣)

w j5-q'a-1-C'a-Zej?

Rel.-PREV-She-do-(AOR)-Qu.

一twhatdidshedo?一一

動態動詞クラス2

肯定形

未完了 j5-q'a-l-C'0-Z?(<j5-q'a-1-C'a-Wa-Z)

Rel._PREV-She-do-DYN-Class,2.

‖whatwasshedoing?.一

(S)he-Rel.-NEG-read-Perf･-Qu･

●一whathasn-t(S)heread?1.

否定形

由一Z-mる-prO-Z?

(S)he-Rel.-NEG-read-DYN-C)ass2･

‖whatwasn-t(S)hereading?'l

否定形

j5-q'a-b-m-C'0-j?(<ji-q'a-1合一m-C'0｣)

Rel.-PREV-She-NEG-do-DYN-Qu.

.1whatdoesn-tshedo?.l

j5-q'a-1合一m-C'erj?(<j5-q'a-1a-m-C'a-¢｣)

j5-q'a-b-m-C'a-Zej?

Rel.-PREV-She-NEG-do-(AOR)-Qu.

一一whatdidnTtshedo?…

否定形

j5-q'a-1a-m-C'0-Z?(<jさ-q'a-19-m-C'a-Wa-Z)

Rd.-PREV.she-NEG-do-DYN-Class.2.

..whatwasn.tshedoing?"

上記の動詞複合体内に接尾辞を附加する方法の他に,独立疑問代名詞jdrban-1what?‖を用いる方法

もアブハズ語にはある.これは4-1で述べたdarban一,who?1.の場合と同様に,動詞は非定形を用いる■

例えば,状態動詞a-g51a-ra･ttostand"の現在形と過去形･及び他動詞d-q,a-C,a-ra,■todo,tOmake一一のア

オリスト形を参照(括弧内は動詞複合体内に疑問の接頭辞がある形):

現在

過去

肯定形

jdrban j-g5Io-W?(<j-g51a-W)

what Rel.(Cl)-bestanding-Non.Fin.

一一whatisstanding?"

j丘rban j-g51a-Z?

what Rel.-bestanding-Past.Non･Fin･

.1whatwasstanding?‖

アオリストj孟沌an ji-q'a-l-C'a-¢?

(Cf.j-gさlo｣?)

(Cf.j-g引a-Z?)

(Cf.j5-q'a-1-C'e｣?)

what Rel.(Cl)-PREV-She(C3)-do一(AOR)
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一一whatdidshedo?一一

さらに一,whatisthis?.1の表現は疑問代名詞を用いて次のように表現できる

a吟j zak'w5｣?/zak'5-Z(e)j?

this what-Qu.

4-3.Myes･nOり疑問文の形態

アブハズ語のttyes-nO-●疑問文は,肯定疑問と否定疑問ではその形成に用いられる接尾辞が異なる･

肯定疑問文は,非定形語幹の末尾に疑問の接尾辞-ma(稀に-Wも)を附加してつくられる.この疑

問文のイントネーションは動詞形の部分において下降調を特徴とする.例えば,AiWq'w5b5mowma?

,lDoyouhavethebook?一一は,以下のようななイントネーションを特徴とする･

A蔦Wq'wるb5mowm{?

動態動詞クラス2においてもーZ(Class2)の後ろに-maを附加する(4-1の-da-との違いを参照)･

これに対して,否定疑問文は,非定形語幹の末尾に接尾辞｣あるいはぅa｣を附加してつくられる･

否定の疑問文のイントネーションは,肯定疑問文ほど急激な下降調を特徴をしていないようである･

例えば,舶Wq,w5bさma3amqj?f-Don-tyouhavethebook?..のイントネーションは以下のようになり,

肯定疑問文ほど急激な声の下降はみられない.

A菖Wq'w5b5ma3amqi?

動態動詞の現在形と動態動詞クラス2(状態動詞の過去もまた)の形では｣は省略することが可能

である.動詞の人称･クラス接頭辞は各人称･クラスに相応する接頭辞をとる.以下の例を参照‥

状感動態(貞一ma-Zaa-ra一一tobe,tOhave■t)

現在

過去

肯定形

j-bる-mO-W-ma?(<j-b5-mムーW-ma)

it-yOu(f.)-have-Non.Fin･-Qu･

..doyouhaveit?一■

j-b5-ma-Z-ma?

it-yOu(f.)-have-Past.Non･Fin･-Qu･

…didyouhaveit?"

2項動態動詞(a-d5r-ra.1toknowH)

肯定形

動態動詞クラス1

現在 sa-1-d5r-Wa-ma?

否定形

否定形

j-b5-ma-3a-maj?

it-yOu(f.)一have-EMPH-NEG-Qu･

一一don-tyouhaveit?.一

j-b5-ma-3a-m-Z?

it-yOu(f.)-have-EMPH-NEG-Past.Non･Fin･

r.didn-tyouhaveit?一一

Sa-1-Zさ-m-dar-30?(<Sa-1-Z5-m-dar-3a-Wa)

me(Cl)-She(C3)-know-DYN-Qu.Ⅰ(Cl)-her(C2)-POTEN-NEG-know-EMPH-DYN

‖doessheknowme?‖ ‖doesnttsheknowme?一一
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アオリストs9-トd女-¢-ma?

me(Cl)-She(C3)-know-(AOR)-Qu･

ttdidshegettoknowme?ll

未来1 sa-ト舶r一指一W?16

me-She-know-Fut.1-Qu.

T.wi11sheknowmeinthatcase?一一

動態動詞クラス2

未完了 sa-1-dさr-Wa-Z-ma?

me-She-know-DYN-Class2.-Qu.

t-didsheknowme?一一

sa-1-Z5-m-dar一¢-3e｣?(<Sa-トz5-m-d9r-¢-3a｣)

Ⅰ(Cl)-her(C2)一POTEN-NEG-know一(AOR)-EMPH-Qu･

f.didnltshegettoknowme?ll

s9-1-Z5-m-dar-30-Z?(<S合一1-Z5-m-dar-3a-Wa-Z)

I_her_POTEN-NEG-know-EMPH-DYN-Class2.

ttdidn■tsheknowme?一f

3項他動詞畠-ta-ra･ftogive･･を例にして11yes-nO･･疑問文の文例を挙げる(時制はアオリスト)

(18) J-S5-1-ta-¢-ma

it(Cl)-tOme(C2)-She(C3)-give-(AOR)-Qu･

tIDidsheglVemethebook?lI

(19)J-Si-b-m-ta-0-3e-j(<J-Si-1合一m-ta-¢-3a｣)

it-tOme-She-NEG-give一(AOR)-EMPH-Qu･

一.Didn-tshegivemethebook?一'

a｣菖Wq'wら?

血e-bok

a-菖Wq'wう?

the-book

また2項他動詞a-yW-ra･･towrite･Tに客体相objectiveversionを含んだttyes-nO一■疑問文の文例は次のよ

うである:

(20) あ-S-Z5-b-yW合一¢一ma a椙Wq'wる?

it(Cl)-me(C2)-OV-yOu(f･)(C3)一Write-(AOR)-Qu･the-1etter

一一Didyou(f.)writethelettertome?''

(21) Ja-S-Zi-b-ma-yW-か3e-j

it-me-OV-yOu(f.)-Write-(AOR)-EMPH-Qu･

ttDidn-tyou(f.)writethelettertome?.1

a一首Wq'wる?

the-1etter

4-4.･-w血ere?‖,･･血en?‖,▼･血y?t･,--bow?･･,‖whence?ttの疑問文の形態

｢どこに(へ)｣,｢何時｣,｢何故｣,｢如何に｣,｢どこから｣等の副詞の意味を表す疑問文

は,それぞれの疑問の接頭辞を動詞複合体のコラム1の直後に挿入し,動詞語幹を非定形にすること

により形成される.接尾辞は疑問の副詞の接頭辞によって若干の変異をみせるが･それも接尾辞 -j

を附加するかしないかの変異であり,概ねアオリストと未来形では｣を附加することが好まれるよ

16インフォーマントに拠れば,この未来1の否定形は現在時制の否定形と同形である･
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うである.動詞の人称･クラス接頭辞は平叙文の配置に従う.

4-4-1.■-where?--の疑問文

｢どこで･に(場所)｣あるいは｢どこへ(方向)｣の疑問の接頭辞は,どちらも同じく-aba-で

あり,コラム1の直後に置かれる.動詞語幹は非定形語幹を用いるが,動態動詞クラス1は完了形を

除いて,接尾辞に｣を附加することもまた可能である.インフォーマントに拠れば,アオリストと

未来形ではこの接尾辞｣を附加することが好まれるようである.動態動詞クラス2では非定形の他

に,接尾辞-Z(Class2)の直前に一Z合一を挿入するヴアリアントも可能という.状態動詞は非定形のま

まである.

状態動態(a-g5la-ra一●tostand一.)

現在

過去

肯定形

d-ab孟一galo-W?(<d-ab畠-gala-W)

(S)he(Cl)-Where-Stand-Non.Fin.

t-whereis(S)hestanding?''

d-aba-g∋1a-Z?

(S)he-Where-Stand-Past.Non.Fin.

"wherewas(S)hestanding?'一

否定形

d-ab孟-gala-m

(S)he-Whereqstand-NEG

t-whereisn-t(S)hestanding?'l

d-ab畠-gala-ma-Z?

(S)he-Where-Stand-NEG-Past.Non.Fin.

TIwherewasnlt(s)hestanding?'l

なお疑問の接頭辞-aba一がコラム1とコラム2の間に置かれることは,次の2項状態動詞ま-ma-Zaa-ra

一一tobe,tOhave.1の過去の例から分かる:

(22) j-ab孟-ba-ma-Z a一首Wq'w5?

it(Cl)一Where-yOu(f.)(C2)-have-Past.Non･Fin･ the-book

IIwheredidyouhavethebook?■11it･TlrfteyTe65[6blJIa RE肝a?11

1項動態動詞(a-Ca-r畠一一togo")

現在

肯定形

b-ab畠-CO-O)?(<b-ab畠-Ca-Wa-O))

you(f.)(Cl)-Where-gO-DYN-(Qu･)

‖wheredoyou(f.)go?‖

アオリスト b-ab畠-Cej?(<b-ab孟-Ca-¢｣)

a･ b-ab貞一Ca-¢?

you(f.)-Where-gO-(AOR)-Qu.

.■wheredidyou(f.)go?l'

完了 b-ab畠一Ca-{0-W?(<b-ab畠-Ca-X:a-W)
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否定形

b-ab孟-m-CO-(j)?(<-Ca-Wa-G))

you(f.)-Where-NEG-gO-DYN-(Qu･)

Mwheredon-tyou(f.)go?.一

b-ab孟-m-Ca-¢?

you(f.)-Where-NEG-gO-(AOR)

,fwheredidn-tyou(f.)go?"



you(f.)-Where-gO-Perfect-Non･Fin.

一Twherehaveyou(f.)gone?''

2項動態他動詞(貞一画一ra--tose11‖)

現在

肯定形

j-ab孟-1-tqj-We･j?(<j-ab畠-)-tqj-Wa-j)

it(Cl)-Where-She(C3)-SelトDYN-Qu.

.1wheredoesshesellit?一一

アオリストj-ab孟-1-taj-¢?(<当-ab孟-l-tai-¢｣)

it-Where-She-SelI-(AOR)-(Qu.)

一.wheredidshesel=t?,.

動態動詞クラス2

未完了 j-ab畠-l-tg-Wa-Z?

it-Where-She-Sell-DYN-Class2.

■twherewasshesellingit?一一

2項他動詞a-W-rd.1todo..とa-hWa-r孟.1tosay一一を用いた疑問文の例を参照:

(23) W-an a-Wるs ¢-ab丘-1-W-e-j?(<*¢-ab孟一l-W-Wa-j)

your-mOther the-WOrk (it)-Where-She-WOrk-DYN-Qu

一■Whereisyourmotherworking?.'

(24) A-C'孟ra-kWa 孟椙Wa O-ab畠-r-hWo?(<¢-abi-r-hWa-Wa)

the-bird-PL the-SOng it-Where-they-Say-DYN

一.WherearethebirdssinglngaSOng?‖

4-4-2.--wbem?--の疑問文の形態

｢いつ｣の疑問文は,疑問の接頭辞-anba- を動詞複合体のコラム1の直後に置き,動態動詞クラ

ス1では非定形あるいは非定形+｣(アオリストと未来形では後者の形が好ましい)によって形成さ

れる.動態動詞クラス2と状態動詞に関しては,上で述べた一■where?一■の疑問文と同じ語幹をとる.

即ち,動態動詞クラス2では非定形の他に,接尾辞-Z(Class2)の直前に一辺-を挿入するヴアリアン

トも可能であり,状態動詞は非定形のままである.

状態動詞(d-q'a-Zaa-ra"tobe..)

現在

過去

肯定形

j-anb孟-q'0-W?(<j-anbd-q'a-W)

it(Cl)-When-be-Non.Fin.

IIwhenisit?II

J-anb畠-q'a-Z
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it-When-be-Past.Non.Fin.

一Iwhenwasit?lI

1項動態動詞(a-Caイ孟‖togo‖)

肯定形

動態動詞クラス1

現在 b-anb貞一CO-O)?(<b-anb孟一Ca-Wa-(j))

you(f.)(Cl)-When-gO-DYN一(Qu･)

ttwhenareyougolng?‖

アオリストb-anb丘-Ca-¢?/b-anb畠-Ce-j?(<b-anb良一Ca-¢｣)

you(f.)-When-gO-(AOR)一Qu･

‖whendidyougo?.一

完了 b-anb孟-Ca-{0-W?(<b-anb昌一Ca-{a-W)/b-anb孟-Ca-rej(<*b-anb孟-Ca-{a-W｣)

you(f.)-When-gO-Perfect-Non･Fin･-(Qu･)

,.whendidyougo?■'

動態動詞クラス2

未完了 b-anb貞一CO-Z?(<b-anb貞一Ca-Wa-Z)/b-anb畠-CO-Za-Z?(<b-anb貞一Ca-Wa-Za-Z)

you(f.)一When-gO-DYN-(?)-Class2･

一Iwhenwereyougolng?1'

なお疑問の接頭辞一anba-がコラム1の直後に置かれることは,次の2項他動詞丘一t?j-ra-ttoselJ.一と2

項自動詞丘-ma-Zaa-rat-tohave一.の例から分かる:

(25)J-anb丘-1-tq-Wa-Z?

it(Cl)-When-She(C3)-Sell-DYN-C]ass2･

l-whenwasshesellingit?1.

(26) 十anb孟一b9-ma-Z a一首Wq'wさ?

it(Cl)-When-yOu(f.)(C2)-have-Past.Non･Fin･ the-book

tlwhendidyouhavethebook?‖1it･IIKOrAayTe65I6t}IJ(aKⅡ肝a?.l

4-4-3.--why?…の疑問文の形態

｢何故｣の疑問文は,疑問の接頭辞z(a)-を動詞複合体のコラム1の人称･クラス接頭辞の直後に

置いてつくられる.この疑問形の語幹は,非定形語幹であるが,接尾辞に関しては前述した‖what?一t

の疑問形とほぼ同じことが言える.即ち,動態動詞クラス1と状態動態現在形は,この非定形語幹に

疑問の接尾辞｣あるいは-Zejを附加することによって形成される･我々のインフォーマントに拠れ

ば,接尾辞｣が附加する際に,完了形と状態動態現在形の末尾の-Wは消失するが,その直前にある
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母音aは0に替わる(なお完了形には接尾辞｣のヴアリアン卜しかない).他方,動態動詞クラス

2と状態動態過去形には,接尾辞を附加しない.

状態動態(a-g5la-ra.ttOStand一.)

現在

過去

肯定形

ba-Z-g5lo｣?(<ba-Z-g51a-W-j)

you(f.)(Cl)-Why-bestanding-DYN-Qu.

r.whyareyou(f.)standing?.l

ba-Z-gさ1a-Z?

you(f.)-Why-bestanding-Past.Non.Fin.

■一whywereyou(f.)standing?‖

動態自動詞(a-p{a-ra一一toread一.)

現在

肯定形

d-Z一点一Pで0･j?(<d-Z一丘-P{a-Waj)

(S)he(Cl)-Why-it(C2)-read-DYN-Qu･

.twhydoes(S)hereadit?‖

アオリストd-Z-d-P{e-¢｣?(<d-Z一畠-P{a一¢-j)

(s)he(Cl)-Why-it(C2)-read-(AOR)-Qu.

"whydid(S)hereadit?一一

動態他動詞(d-q'a-C'a-ra一一todo,tOmake,l)

現在

肯定形

j-Z5-q'a-1-C'0-j?(<j-Z5-q'a-l-C'a-Warj)

it(Cl)-Why-PREV-She(C3)-do-DYN-Qu.

■一whydoesshedoit?一一

アオリストj-Z5-q'a-l-C'e-j?(<j-Zさ-q'a-トc'a-0-j)

it-Why-PREV-She-do-(AOR)-Qu.

'■whydidshedoit?一T

否定形

ba-Z-gさIa-ma｣?

you(f.)一Why-bestanding-NEG-Qu.

一■whyarenltyou(f.)standing?'.

bさ-Z-g引a-m∂-Z?

you(f.)-Why-bestanding-NEG-Past.Non.Fin.

一■whywerenttyou(f.)standing?一'

否定形

d-Z-a-mさ-PrO｣?(<d-Z-a-m5-pX:a-Wa｣)

(S)he-Why-it-NEG-read-DYN-Qu.

ttwhydoesnIt(S)hereadit?一1

d-Z-a-mさ-p{e-¢｣?(<d-Z-a-mら-p{a-¢j)

(S)he-Why-it-NEG-read-(AOR)-Qu.

"whydidnTt(S)hereadit?一一

否定形

j-Z5-q'a-la-m-C'0｣?(<j-Z5-q'a-1∂-m-C'a-Waj)

it-Why-PREV-She-NEG-do-DYN-Qu.

11whydoesn-tshedoit?一■

j-Z5-q'a-19-m-C'e｣?(<j-Z5-q'a-b-m-C'a-¢｣)

it-Why-PREV-She-NEG-do-(AOR)-Qu.

..whydidn'tshedoit?‖

接尾辞｣と-Z可は交替可能である.状態動詞孟-ma-Zaa-ra一一tohave"と動態動詞a畠+rat-tocome一一の

現在形とアオリスト形の疑問文を参照:

(27)Ja-Z-b5-mO-j(<*Ja-Z-b5-ma-Wrj)/Ja-Z-b5-mO-W-Zej(<*Ja-Z-b5-ma-W-Zej) a一首Wq'w5?

it(Cl)-Why-yOu(f.)(C2)-have-Non.Fin.-Qu. the-book

一一whydoyou(f.)havethebook?'l

-40_



(28) d-Z-a孟｣?(<*d-Z-a畠+¢｣)/d-Z-adj-Zej?(<d-Z-a孟｣-0-Zej)

(S)he-Why-PREV-COme-(AOR)一(Qu･)

一.whydid(S)hecomehere?一一

(29) M3Wr畠t ja{孟 d-Z5-m-aaj?/d-Z5-m-aa-J-Zej?

Murat today he-Why-NEG-PREV-COme-(AOR)-(Qu■)

lIWhydidnItMuratcomeheretoday?1.

4-4-4.tthow?‖の疑問文の形態

｢どの様に｣を表す疑問文は次の方法によって形成される:疑問の接頭辞ぷpa-を動詞複合体のコ

ラム1の接頭辞の直後に置き,動態動詞クラス1では｢非定形+｣｣を,また動態動詞クラス2と状

態動詞では非定形を動詞語幹とする.これは4-4-2の所で述べた"wben?"の疑問文の形成と類似し

ている.おそらくMhow?-･の疑問文でも動態動詞クラス1ではヴアリアントとして接尾辞｣のない形

も可能かと思われるが,今回は調査ができなかった.インフォーマントは接頭辞｣のある形を使っ

ている(動態動詞現在形を参照)･

状態動態(a-g引a-m 川tostand-t)

現在

過去

肯定形

d9ぜp畠-galo-W?(<d9#p丘-gala-W)

(S)he(Cl)-how-bestanding-Non.Fin.

"howis(S)hestanding?`7

由ぜp孟-gala-Z?

(S)he-how-bestanding-Past.Non.Fin･

"howwas(S)hestanding?"

2項動態他動詞(貞一画一ra--tose11tt

肯定形

否定形

daぜp貞一㌍1a-m?

(S)he-how-bestanding-NEG

"howisn't(S)hestanding?"

由ぜp貞一g91a-m合一Z?

(S)he-how-bestanding-NEG-Past.Non･Fin･

"howwasn't(S)hestanding?"

否定形

動態動詞クラス1

現在 j訃甘p孟-1-tai-We｣?(<ja一時点-1-tqj-Wa｣)jaJbi-b-m一画一Wej?(<ja一印貞一1合一m-taj-Waj)

it(Cl)-how-She(C3)-Sell-DYN-Qu.

Hhowdoesshesellit?"

アオリストjaぜp貞一トtqi?(<*jaぜp丘-1-tqj-¢｣)

it-how-She-Sell-(AOR)-(Qu,)

‖howdidshesellit?"

動態動詞クラス2

未完了 ja-$p畠-l-taj-Wa-Z?

it-how-She-SelトDYN-Class2.

-4ト

it-how-She-NEG-Sell-DYN-Qu.

=howdoesn'tshesellit?"

aSp丘-1a-m-t?j?(<*ja-$pd-1a-m-t?j-¢｣)

it-how-She-NEG-Sell-(AOR)-(Qu.)

=howdidn'tshesellit?"

ja茂Op孟-19-m-taj-Wa-Z?

it-how-She-NEG-Sell-DYN-Class2.



"howwasshesel)ingit?"

3項動態他動詞(孟-ta-ra-Itogive■.)

現在

りhowwasn'tshesellingit?"

肯定形

A一首Wq,w5 0一時点-1a-S-tOj?(<ja掘ap畠一b-S-ta-Waj)

the-book (it)(Cl)-how-tOher(C2)-Ⅰ(C3)-give-DYN-Qu･

"HowdoIgiveherthebook?"

アオt｣ストA一蔦Wq,w5 ¢一箱*-b-S-tej?(<ja#p孟-19-S一(a-¢-j)

the-book (it)一how-tOher-Ⅰ-give-(AOR)-Qu･

"HowdidIgiveherthebook?"

未完了 A｣菖Wq,w5 ¢一時点一b-S-tO-Z?(<ja-iわ孟-b-S-ta-Wa-Z)

the-book (it)-how-tOher-Ⅰ-give-DYN-Class2･

"HowwasIgivingherthebook?"

過去完了 A-㌣q,w5 か時点-b-S-ta-でa-Z?(<jaぜp丘-1a-S-ta-ra-Z)

the-book (it)-how-tOher-Ⅰ-give-Perf.-Class2･

"HowhadIgivenherthebook?"

主体相suqectiveversionを用いる動詞a-X-ga-ri"tospend(thetime)"においても疑問の接頭辞茂もa-

はコラム1の直後に置かれるt7.その動詞(アオリスト形)を用いた平叙文(30)と疑問文(31)を参照:

(30) A-ni;9 0-S-Xi-Z-gejt'.(<*j∋一S-Xる-S-ga-¢-jt')

the-day (it)(Cl)-my(POSS)-SV(Self)一l(C3)-take-(AOR)-Fin･

"Ispenttheday･''

(31) A-n# ¢ギpo-W-Xさ-W-gej?(<*j計ぎpa-W-X5-W-ga一¢｣)

the-day (it)-how-yOur(m･)-SV(Self)-yOu(m･)-take-(AOR)-Qu･

"Howdidyouspendtheday?"

preverbを有する動詞もまた疑問の接頭辞はコラム1の直後に置かれる(例は,a-q'a-C'a-ral'todo,

to･make.,):

(32)Jaj;?p孟-q7a-b-C'e｣(<Jaぜpd-q'a-b-C'a-¢｣) arg?

it(Cl)-how-PREV-yOu(f.)(C3)-do-(AOR)-Qu･ this

"Howdidyou(f.)dothis?"

4-4-5.その他の疑問文の形態

17主体相suqectiveversionについては,柳沢民雄｢アブハズ言吾動詞構造概説｣pp･61-64･を参照･
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｢どこからwhence?｣を表す疑問文は,接頭辞-aba=nt,wqj-.一where=from?.rをコラム1の直後に置

き,動態動詞クラス1の語幹には接尾辞jを附加する.aa-r畠.一tocome一■の現在形とアオt｣スト形,a-

d5r-ra‖toknow■.のアオリスト形を参照:

(33) d-ab丘=nt'w-da-Wej?

(S)he-Where=from-COme-DYN-Qu.

‖whereis(S)hecomingfrom?'t

(34) b-ab孟=nt'wqj da-¢｣?

you(f.)-Where=from come-(AOR)-Qu･

‖wheredidyou(f.)come?‖

(35) s-ab益=ntnt'wqj-I-d5ra一¢｣?

me(Cl)一Where=from-She(C3)-know-(AOR)-Qu.
"oTEyZIaOHay3HaJlaMeH月?"

インフォーマントに拠れば例(舛)は2語に分離され 両方の語形に接尾辞｣が附加されている.

｢幾つhowmany?｣,｢どの程度howmuch?｣を表す疑問文は,疑問詞ヂaq'孟あるいはzaq'aを

コラム1の直後に置く.疑問詞が修飾する名詞の数は,｢名詞+ヂaq'畠｣の語順のとき名詞の複数形

が18,｢ぬq,丘十名詞｣の場合には単数形が用いられる傾向がある.動詞形は,疑問詞が修飾する名

詞が人のクラスの場合には接尾辞-daを,人以外のクラスの場合には接尾辞｣〔zej)をとる.動詞の

語幹の形は非定形であり,接尾辞の附加に関してはT.who?一●疑問文(-da附加)と.twhat?一一疑問文(

｣〔z可)附加)の場合と同様である.疑問詞が修飾する名詞が人以外のクラスと人のクラス(疑問詞

に人のクラスを表す接尾辞-yWが附加する)の状態動詞丘-ma-Zaa-ra-Ttohave‖とa-pSa-rd,.tocost'.を

用いた例を参照:

(36) 官aq'畠 c'wa-¢ かWる-mO-j?(<j-W5-ma-Wa｣)

howmany apple-Sg. it(Cl)-yOu(m･)(C2)-have-Non･Fin･-Qu･

q a-C'wa-q'w丘 官aq'畠 ¢-Wる-mO-j?

the-aPPle-pl. howmany it-yOu(m･)-have-Non･Fin･-Qu･

一一howmanyapplesdoyou(m.)have?‖

(37) W-drma 首ap'5 官aq'畠 盲acWk'~9S ¢-a-m6-W-Zej?(<j-a-m孟-W-Zej)

your-)eft foot howmany toe(S) (them)(Cl)-(it)(C2)-have-Non･FIn･-Qu･

1it.一一HowmanytoesdoesyourIeftfbothave?‖

(38) a-XWe'-kWa 官aq'孟-yW かW5-ma-da?

the-Child-Pl. howmany-humanClass(them)(Cl)一yOu(m･)(C2).have-Qu･

川howmanychildrendoyou(m.)have?1.

18ァプハズ語の名詞の数は,名詞の後ろに数を表すマーカーの附加によって標示される.複数マーカーは,

人のクラスのマーカーーCWaと,動物あるいは物である人以外のクラスを表すマーカーーkWaである.単数はゼロ

標示である.
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(39) 官aq'丘 j-a-pS6-W-Zej(<j-a-pS6-W-Zej) abrg a-C'k'5 yW卓声
howmuch it(Cl)qits(POSS/C2)-COSt-DYN-Qu.this the-dress yeJlow

'tHowmuchisthisyelIowdress?'l

動態自動詞a-gila-ra.ttOgetuP一一を用いた例を参照:

(朝) war孟 あ乏 a-Sa血 官aq'a r-Z5 w-g5lo｣?(<W-gila-Wa｣)

you morrung the-0'clock how them-at yOu(m.)(Cl)-getup-DYN-Qu.

.tWhattimedoyou(m.)getupinthemorning?M

4-5.間接疑問文の形態

上述した疑問文は全て直接疑問文である.アブハズ語はまた間接疑問文もあり,その形成方法は直

接疑問文のものとは異なっている19.例えば,副詞的疑問詞では直接疑問文で用いられていた疑問の

接頭辞が異なるものを用いる.また代名詞的疑問詞では疑問を表す接尾辞が用いられずに関係代名詞

的な非定形によって従属節の述部を形成する.以下では主節に動詞a-d5r-ra..tO knowIIの肯定形ある

いは否定形を用いて,間接疑問文を検討してみる.アブハズ語は英語のような｢時制の一致｣の現象

を知らない(訳はそれを知らないロシア語も併記する).

4-5-1.--IkmoⅥrWhat/wt10...--の間接疑問文の形態

代名詞的疑問詞を用いる間接疑問文は,疑問の接尾辞を用いずに,関係代名詞的な形によってつく

られる.例えば,d-q,a-C,a-ra.一todo,tOmake.一を使った一.what-tの直接疑問文四1)と間接疑問文(42)は

それぞれ次のようである(時制はアオリスト):

(41) j5-q'a-l-C'erj?(<j5-q'a-1-C'a-¢j)

Rel.-PREV-She-do-(AOR)-Qu.

ttwhatdidshedo?n

(42)Jac5 bar孟 j5-q'a-b-C'a-0-Z ¢-Z-d5r-Wejt'.(<*ja-Z-d5r-Wa-jt')

yesterday you(f.)ReI.-PREV-yOu(f.)-do-(AOR)-Class2.(that)-l-know-DYN-Fin.

ttIknowwhatyou(f.)didyesterday.…■5I3HaX),tlT6ThICJleJlaJ7aBqePa･1.

上の例文(42)の従属節のj5-q'a-b-C'a-0-Zの形は不定過去pastindefiniteの非定形であり,インフォー

セントに拠れば,(41)のような接尾辞｣をもつ動詞形をここに用いることはできないという.即ち,

間接疑問文は,｢昨日,あなたが行ったそのことを私は知っている｣として解釈できる.

直接疑問文が動態動詞クラス2に属する未完了の場合には,接尾辞｣が無いために,間接疑問文

と形態上は同じになる.しかしこれも上の例から類推できるように疑問文でない未完了imperfectの

非定形と見なし得るであろう.次の例を参照:

19ァブハズ語は直接話法を使って,被伝達部を直接疑問文にすることも可能である.その場合には,被伝達

部の後ろに日本語の｢...と｣に類似した話法の′ト辞hWa(cf.a･hWa-ra-1tosay..)を置く:Bar畠b-ab畠-nXO｣?,hWa

Sar畠d-Sa-ZC'aajt'Amra.【you(f.)you-Where-1ive-DYN-Qu.,SpeeCh-ParticIelshe-10me-aSk一(AOR)-Fin.Amra.1(Amra

Saidtome,"Wheredoyou(f.)1ive?").
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(43) j5-q'a-1-C'0-Z?(<j5-q'a-1-C'a-Wa-Z)

Rel.一PREV-She-do-DYN-Class.2.

Mwhatwasshedoing?l一

(44)Jac5 bar畠 j5-q'a-b-C'0-Z(<j5-q'a-b-C'a-Wa-Z) O-Sa-Z-d5r-Wa-m･

yesterdayyou(f･)Rel･-PREV-yOu(f･)-do-DYN-Class2･ (that)-me-POTEN-know-DYN-NEG･

一一Idon-tknowwhatyou(f.)weredoingyesterday･…5IHe3HaIO,qT6TbIneJlaJIaBtIePa･.T

･-wb｡･･の直接疑問文と間接疑問文の関係もまた上の場合と同じである.直接疑問文で用いられてい

る接尾辞
-da(4-1を参照)は,間接疑問文では用いられず,全ての機能は関係代名詞的な形によっ

て伝えられる.次の孟-ta-ra一･togive一一を使った直接疑問文と間接疑問文(アオリスト)を参照:

(45) A一首Wq'w5 0-Za-1-t孟-da?(<*j-Z9-l-ti-0-da)

the-book (it)-Rel.-She-give-(AOR)-Qu･

,,Towhomdidshegivethebook?'f

(46) A一首Wq,w5 ¢-Za-1-t畠-Z(<*j-Za-1-ta-0-わ 0-Sa-Z-dir-Wa-m･

the-book (it)-Rel.-She-give-(AOR)-Class2. (that)-me-POTEN-know-DYN-NEG･

一一Idon.tknowwhoshegavethebookto･…5IHe3Ha氾･EOMyOHanaJlamry･11

上の例文(46)の従属節の¢-診-1-t丘-Zは不定過去･非定形であるが,インフォーマントに拠ればこの形

を(弔)の例文にある¢一お-トt孟-daにすることはできない,という･

動詞複合体に疑問の接頭辞を含めないで疑問詞を用いる場合には,疑問詞はそのまま残る･次の

d血わan-■wbo?--を用いた例を参照:

(耶) Bar丘 b-yWるza d孟rban ¢-Sa-Z-d5r-Wa-m･

you(f･)your-friend who (that)-me-POTEN-know-DYN-NEG･

ttIdonltknowwhoyourfriendis･…5IHe3Ha町KTOTBO兄nOAPyra･tt

同様に"whose?"の疑問文も間接疑問文では接尾辞一daのない非定形が使われる`例(16)のArg

a一首Wq,w5¢-Z-t,wi-da?一●Whosebookisthis?"の間接疑問文は,次のようである:

(48) A均i a-iWq'w5 0-Z-t'w5-W O-S9-Z-d5r-Wa-m･

this the-book (it)-Rel.-belongto-Non.Fin.(that)-me-POTEN-know-DYN-NEG･

山Idon,tknowwhosebookthisis.t一

4-5-2.その他の間接疑問文の形態

,,yes-nO"疑問文を間接疑問文にするには,疑問の接尾辞-maを取り･肯定形と否定形を含んだ非定

形語幹を用いる.次の直接疑問文(亜)とその間接疑問文(現在形)(50)の例を参照:

(亜) As訳ぼa一拍9 ba-pS∂
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Saturday-On yOur(f.)-SOul

"Doyou(f.)takearestonSaturday?"

(it)-yOu-reSt-DYN-Qu.

(50) As孟b$a一己9na ba-PS5 ¢-b茂6｣一ba-m一菖6(<0-b｣首a-Wa+ba-m⊥蔦a-Wa)

Saturday-On yOur(f.)-SOul(it)-yOu-reSt-DYN-it-yOu-NEGィest-DYN

O-Sa-Z-dir-Wa-m.(Cf.a-PS一首d-ra'一totakearest'一)

(that)-me-POTEN-know-DYN-NEG

"Idon'tknowwhetheryou(f.)takearestonSaturdayornot."

しかしインフォーマントに拠れば,アオリスト形の間接疑問文には非定形語幹に疑問の接尾辞と思え

る一Wを附加している(4-3参照).その例を参照:

(51) A一言Wq'w5 0-l-yW5-0-ma?

the-letter (it)-She-Write-(AOR)-Qu.

仙Didshewritetheletter?り

(52) A一言Wq'w5 ¢-l-yW3-¢-W+19-m-yW5-¢-W かSa-Z-d6r-Wa-m.

the-]etter(it)-She-Write-(AOR)-Qu-iトShe-NEG-Write-(AOR)-Qu.(that)一me-POTEN-know-DYN-NEG
以Idon'tknowwhethershewrotetheletterornot.以

,,wbere?"(｢どこへ｣あるいは｢どこで｣)の間接疑問文は,直接疑問文に用いられている接頭辞

-aba-を一aX~一
に替え,動詞語幹を非定形語幹にする(4-4-1参照).接頭辞の位置はコラム1の直

後に置かれる･例えば,アオリスト形のd-ab貞一Cej?(<d-ab畠-Ca一両?)"wheredid(S)h?gO?"の間接疑

問文は,以下のように直接疑問形を不定過去･非定形に替えてつくられる:

(53) D-a{-C孟-0-Z O-Sa-Z-dir-Wa-m.

(S)he-Where-gO一(AOR)-Class2. (that)-me-POTEN-know-DYN-NEG

"Idon'tknowwhere(S)hewent."

さらに｢どこで｣の意味を表すjacうd-abi-q'a-Z"Wherewas(S)heyesterday?"の間接疑問文も同様に接

頭辞-ar-を用いて表現する.その例を参照:

(54) Jac5 d-a{i-q'a-Z かSa-Z-dir-Wa-m.

yesterday (S)he-Where-be-Past.Non.Fin. (that)-me-POTEN-know-DYN-NEG

``Idon'tknowwhere(S)hewasyesterday."

この動詞複合体の中の接頭辞-aX~-は,｢(彼女が出かけた･彼女がいた)ところの場所｣という場

所を表す関係副詞的な機能をもっているものと思われる(英語の関係副詞whereを比較参照).この

ことは従属部分が疑問文ではない,同じ接頭辞-aX～-をもつ文によっても確かめることができる.次

の文を比較されたい:

(55) Nas s-dna｣ Sar6｣ 貞一fat'w
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Then my-mOther-andI-and the-fbod (it)-(thep】ace)where-they-SelトDYN-CJass2･

h-neJt'(<*h-na-j-¢-jt')

We-PREV(thither)-gOtO-(AOR)-Fin.

HThenmymotherandIwenttowheretheywerese11ingthefbod･,'

"whence?"｢どこから｣の疑問文も上の･･where?一一と同様に,接頭辞abant,wai-をax~3n【,wqi-に替

える.(34)b-ab畠=nt,wqj aaj?‖wheredidyou(f.)come?‖の間接疑問文は,次のようである:

(56) b-a{5=nt'w可 da-0-Z かS9-Z-dir-Wa-m･

you(f.)-Where=from come-(AOR)-Class2･(that)-me-POTEN-know-DYN-NEG

"Idon'tknowwhereyou(f.)came."

l･when?一lの間接疑問文は,直接疑問文に用いられる接頭辞-anba-を-an一に替えで0,動詞語幹を

非定形にする(4-4-2参照).b-anb畠-g∋lo-O)?.一whendoyou(f.)getup?"の間接疑問文は,次のよう

になる:

(57) Bar畠 盲a乏は b-an-g5lo o-Z-d5ra-rC S-taXる一Wp'･

you(f.)inthemorning you-When-getuP-DYN(it)-I-know-inorderto
I-Want-STAT･PRES

"Iwanttoknowwhenyou(f.)getupinthemoming･"

t-how?…の間接疑問文は,直接疑問文に用いられていろ接頭辞茂もa-を掘き9一に替え,動詞語幹を

非定形にする(4-4-4参照).例えば,例文(31)A-rri{ かざpo-W-X5-W-gerj?"Howdidyouspendthe

day?"の間接疑問文は以下である(時制はアオリストから不定過去に替わる):

(58) A一鵬a か論-W-X5-W-ga-0-Z S-a-lacW丘乏WoJt'･

the-day (it)-how-yOu(m.)-Self-yOu(m･)-take-(AOR)-Class2･I-thaトtalkabout-DYN-Fin･

一,Italkabouthowyou(m.)spenttheday･‖

この接頭辞ぜ合一の位置は,直接疑問文の接頭辞の位置と同じくコラム1の直後にある･それは,例

えば,自動詞d-P{a-ra一一toreadllの不完了形によって分かる:

(59) Sar畠 a-㌢q,w5 s一銅-pX:0-Z(<S-f一点-Pra-Wa-Z) s-a-1acW丘乏WoJt'･

I the-book I(Cl)-how-it(C2)-read-DYN-Class2.トthat-talk-about-DYN-Fin･

.tItalkabouthowIwasreadingthebook.M

(2003年1月成稿)

=0この接頭辞･an-はまた従位接続詞(｢である時｣)としても用いられる.この場合も動詞語幹は非定形で

ある.次の例を参照:A一首Wq'w5 s-an一点-pX~o s-an d-Want6jt'･【the-bookl-When-it-read-DYN my-mOther she-iron-

DYN-Fin.1.TWhenIamreadingthebook,mymOtherisironing･tf
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略号

C=Column

AOR=Aorist

CAUS=Causative

Cond.=Conditional

DYN=Dynamic

EMPH=Emphasis

Fin.=Finite

NEG=Negative

Non.Fin.=Non-Finite

OV=0句ectiveVersion

PAST.INDEF=PastIndefinite

Perf.=Perfect

PLUPERF=PIuperfect

POTEN=Potentialis

PRES=Present

PREV=Preverb

Qu.=Question

Rel.=Relative

STAT=Stative

SV=Su句ectiveVersion

f.=feminirIe

m.=maSCuline

pl.=Plural

Sg.=Slngular

(S)he=heorshe
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